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　また、URT工法は供用中の構造物に
向かっての推進（到達立坑を必要とし
ない推進）が可能で、地下連絡通路等
へのニーズと考えている。
　施主・施工業者にアドバイスを頂き

ながら、より早く、より安全・確実な推
進方法、エレメント間の止水性の向上
等に注力して、適宜見直しを図り改良
改善を行っていきたいと考えている。

○お問い合わせ先
　URT協会　事務局
　〒130-0026
　東京都墨田区両国2-10-14
　両国シティコア㈱IHI建材工業内
　Tel：03-3633-6280
　Fax：03-6271-7298

　硫黄酸化細菌によるコンクリート
の腐食を防ぐビック剤を混和した
ビックリート製品の普及拡大を目的
としたビックリート製品協会は、11
月18日帝国ホテル（東京・内幸
町）において第 20 期定時総会を
開催した。
　ビックリート製品とは日本ヒュー
ム㈱、㈱安藤・間らが開発し中川
ヒューム管工業㈱やゼニス羽田㈱
など当協会会員らがヒューム管や
組立マンホール、ボックスカルバー
トなどのコンクリート2次製品の製
品展開をしている。
　総会の議事では、昨年度の事業
報告および決算報告で①広報活動
としてホームページや業界各誌紙
において広告掲載などを実施②全
国6支部（北海道・東日本・中部・
関西・中四国・九州）において会
員を対象とした技術講習会を開催
③（公社）日本下水道協会の主催行事
として、9月16日から10月1日に
かけて全国4会場（富山・名古屋・
福井・大阪）において、地方自
治体、コンサルタント、建設会社
を対象とした資器材研修会に参画。

「耐食性ビックリート製品」の室内
講義および製品・サンプル・パネ
ル展示を実施したことなどの事業

報告とそれに伴う決算報告が審議
され、原案通り可決承認された。
　今年度の事業計画および予算案
では、競争力構築に向けて技術の
改良、競合製品に対する差別化を
行うことで本製品の普及促進とシェ
ア拡大を目指すこととし、品質お
よび実績が認められ下水協Ⅱ類認
定資器材に登録製品であり、ライ
フサイクルコストの優位性をなどア
ピールし積極的な広報活動として
①業界誌紙やホームページを活用
した広報活動②会員向け情報交換
および技術研修会と業界誌紙への
技術情報の掲載③広報および技術
指導等の支部活動の支援強化など
の事業計画とそれに伴う予算案を
審議し、原案通り可決承認された。
　前期中に野村靜夫前会長から引
き継いだ大川内稔新会長（日本
ヒューム㈱代表取締役社長）は懇
親会冒頭のあいさつで、東日本大
震災の津波で被災した仙台市南蒲
生浄化センター災害普及工事にと
もなうボックスカルバートの需要が
大きく影響し「10 年ぶりに1 万ト
ン超え」は明るい話題であると語っ
た。しかし国内の下水道新設工事
が減少しヒューム管の国内需要が
縮小傾向にあることを踏まえ「ビッ

クリートの海外展開を目指す」と
方針を示した。特に大川内新会長
の海外担当経験を活かしたインド、
フィリピン、ベトナム、カンボジア、
タイ、インドネシアなど高温で下水
道管きょの腐食環境の進行が懸念
される地域にビックリートの早期に
展開したいと語り「ビックリートの
世界ブランド化」を目指すと今後
の方針を示した。
　昨年度の出荷実績は、73%増の
10,956トン。内訳ではヒューム管
類が15%増の2,125トン、マンホー
ル類では 31% 減の 1,482トンで2
年連続減少であるが、南蒲生浄化
センターの特需があったボックス
カルバートなどを含めたその他が
7,349トンと全体の 67%を占める
結果となり10 年ぶりの1 万トン超
えを実現した。

ビックリートの世界ブランド化を推進
国内では10年ぶりに1万トンを超えるTopics

▲ 「ビックリートを世界ブランドに」と方針を
示す大川内新会長 　　　　　　

ビックリート製品協会


